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Abstract
A survey was conducted on foot trouble and the living conditions of 96 aged individuals（43 men and 
53 women）who were attending day facilities in the Tohshin area of Nagano Prefecture. The project 
was carried out to evaluate the keypoints in planning  more eff ective foot care for the aged by the 
nursing profession.
Among those taking advantage of the foot care service, 67.7％ were rated at nursing care levels that 
ranged from 1 to 2.　Most of these people visited the facility twice a week; and on the questions on 
outing that required one to wear shoes, it was found that many tended not to leave their home for 
strolling or shopping. “Rehabilitation shoes” that are easy to put on and remove were currently 
preferred by most. They did not describe any discomfort even when their shoes were more than 2 
㎝ larger than the actual measurements of their feet, which indicated a lack of awareness vis-à-vis 
appropriate shoes. More than 90％ of the subjects had some trouble with their feet. No statistically 
signifi cant correlations were found between their foot troubles and their shoes. However, there were 
some cases that attested to a need for care at the appropriate time, as illustrated by examples where 
the patients have been wearing high-heeled shoes since they were young, resulting in “overtoes” and 
diffi  culty in trimming their toe nails.
The survey indicated a need to promote foot care programs so that those aged individuals who 
utilize the day care facilities will retain “healthy feet” and continue to live independently.
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Ⅰ．はじめに

　わが国では、介護保険制度の円滑な実施の
観点から、高齢者の自立した生活を保持する
ことを目的とし、同制度が発足した2000年
から、介護予防・地域支え合い事業が、厚生
労働省の指針にもとずいて各自治体で開始さ
れた。2003年この事業の中に、新たに「高
齢者の足指、爪ケアに関する事業」が追加さ
れたことにより、看護職が高齢者のADLを
維持・向上させるフットケアに係わる機会が
増加していると考えられる。我々は在宅医療
に関わる中で、鶏眼・肥厚爪・巻き爪等が原
因で苦痛を訴える高齢者の歩行障害事例を多
数経験してきた（三石, 2010）。
　先行研究では65歳以上の高齢者の70％が
足に関して何らかの問題を抱えており（塚原
他, 2004）、その内訳は角質肥厚、鶏眼、胼胝、
爪のトラブル、ハンマートウが占める（池田, 
2006）と報告されている。高齢者のフットケ
アのニーズは健康状態や介護のレベルによっ
て異なり、その実態に合ったフットケア対策
を充実させることが課題として考えられる。
しかし高齢者の健康状態と足トラブルの実態
に関する文献はきわめて少ないのが現状であ

る。
　今回は、長野県東信地域の通所施設を利用
している高齢者を対象に、生活状況、疾患の
有無、足のトラブルの有無、履いている靴の
状態を調査し、通所施設利用者の高齢者に対
するフットケアを充実させるための課題を検
討した。

Ⅱ．研究の目的

　通所施設を利用している高齢者の生活状況、
足のトラブルに関する実態調査を実施し、高
齢者のADLを保つために看護職が行うフッ
トケアを充実するための基礎資料とする。

Ⅲ．研究方法

１．調査対象者

　長野県佐久・上田地域の3通所施設（通所
介護施設1ヶ所、通所リハビリ施設2ヶ所）
に通所している下記の条件にあてはまる高齢
者で、調査に協力が得られた96名を対象と
した。
１）年齢65歳以上
２）ひとりで立位を5分以上保持できる。

要旨
　長野県東信地域の通所施設を利用している高齢者96人（男性43人、女性53人）の足のトラ
ブルと生活状況について調査し、看護職が行う高齢者のフットケアを充実させるための課題を
検討した。
　対象者は要介護度1～2の通所者が全体の67.7％を占め、通所回数は週2回が多く、靴を履い
ての外出状況では、散歩や買い物に出かけない者が多い傾向がみられた。現在履いている靴は
着脱が簡単な介護靴が多く、足の長径の実測値より2㎝以上大きな靴を履いていても違和感が
なく、適切な靴に対する関心の低さが伺えた。対象者の9割以上が何らかの足のトラブルを抱
えていた。足のトラブルと靴の関係性は統計学的に有意な関係は認められなかった。しかし若
い頃からヒール靴を履いた結果、重なり指となり、自身で爪きりができなくなった事例から、
適切な時期に適切なフットケアを実施する必要性が認められた。
　通所高齢者が「歩ける足」を保持し、自立した生活を送るために、フットケアプログラムを
推進する必要性が示唆された。
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３）本調査の主旨を理解して調査協力の承諾
が得られる。

２．調査期間

　調査期間は2010年11月～2011年4月であ
った。

３．調査方法

　各施設の責任者が指定した時間と施設内の
コーナーにおいて、研究者が以下の調査を実
施した。
１）調査内容
①面接調査：対象者の属性（年齢、性別、家
族構成）、以前の職業、健康状態（介護度、
通院治療をしている主な疾患、外出の頻度）
②靴の調査：以前履いた靴の種類、現在履い
ている靴の種類・靴のサイズ・インソールア
ーチの有無、甲固定の有無・靴の感想・靴を
選ぶ人・購入場所
③足の観察：足囲・足の長径測定、視診・触
診による足の観察
④フットプリンター（BAUERFEING製）に
よる測定項目：足型および加重
２）データー分析
　SPSS windows Ver16.0を用いて測定値を、
基本統計、性別、年齢別、（75歳未満、75歳
以上）について分析し、χ²検定を実施した。
その際、セルの度数が5未満の2変量の分析
はフィッシャーの直接法、3変量以上の分析
は調整済み残差による分析を行った。
３）フットケアの実施
　対象者全員に正しい靴の履き方・脱ぎ方と
足指ストレッチの方法を指導し、対象者から
依頼があった場合は施設の了解を得て爪きり、
角質ケアを実施した。さらに調査中に施設の
看護師の依頼により、対象者の了解を得て、
フットケア実技指導を行った。
４）倫理的配慮
　佐久大学研究倫理委員会の承認を受け、倫
理的配慮を遵守して調査を行った。各施設の

共同研究者が調査対象者及び家族に調査内容、
調査に参加しない場合や中断しても不利益が
無いことを文書と口頭で説明し文書による同
意を得た。また調査中に対象者からフットケ
アの依頼があった場合は、施設スタッフと検
討後、対象者に口頭でケア方法を説明し同意
を得て、必要なケアを実施した。

Ⅳ．結果

１．属性

　調査に協力が得られた対象者は96人で男
性43人（44.8％）、女性53人（55.2％）で、
平均年齢は全体では79.4±8.5歳で男性78.5±
9.9歳、女性83.8±6.0歳、75歳未満22人（22.9
％）75歳以上74人（77.1％）であった。家
族構成は、独居生活者が、16人（16.7％）で、
男性の7.0％、女性の24.5％であり、2人暮ら
しは男性の55.8％、女性の32.1％と性別によ
る差がみられた（P＜0.05）。
　対象者全員の以前の職業をみると、会社員
46人（47.9％）、農業36人（37.5％）、その他
14人（14.6％）で、男性の65.1％が会社員、
農業が18.6％であり、女性の52.8％が農業、
会社員が34.0％と性別による差がみられた
（P＜0.05）〔表1〕。

２．健康状態と外出状況

　対象者の健康状態と外出の状況は表2の通
りであった。
１）介護度
　要介護1～2が65人（67.7％）で最も多く、
要支援1～2は17人（17.7％）要介護3～4は
14人（14.6％）で、性別および年齢による差
は認められなかった〔表2〕。
２）治療中の主な疾患
　現在治療中の主な疾患（複数回答）は、脳
血管疾患が38人（39.6％）で最も多く、次い
で脊椎疾患・心疾患・変形性膝関節症が多か
った。脳血管疾患は男性と75歳未満に有意
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に多く、変形性膝関節症は全員が75歳以上
であった。また四肢の麻痺は男性と75歳未
満に有意に多くみられた。
３）外出状況
　靴を履いて外出する状況では、通所施設へ
の通所回数は週2回が多かった。散歩は月0

回が男性の41.9％、女性の67.9％、75歳未満
の31.8％、75歳以上の63.5％、月10回以上が
男性の44.2％、女性の20.8％、75歳未満の
54.5％、75歳以上の24.3％と、有意差がみら
れ（P＜0.05）、男性は女性より、また75歳
未満は75歳以上より散歩の頻度が高かった。

1人
2人
3人以上

農業
会社員
その他

同居人数

以前の職業

16
41
39

36
46
14

16.7
42.7
40.6

37.5
47.9
14.6

3
24
16

8
28
7

7.0
55.8
37.2

18.6
65.1
16.3

4
12
6

4
14
4

18.2
54.5
27.3

18.2
63.6
18.2

12
29
33

32
32
10

16.2
39.2
44.6

43.2
43.2
13.6

0.328

0.102

13
17
23

28
18
7

24.5
32.1
43.4

52.8
34.0
13.2

0.021＊

0.021＊

性別 年齢別全数      
n=96 ｘ2検定n=74ｘ2検定女性    n=53男性    n=43

注）＊：P<0.05　　

人 ％ 人 ％ P値
75歳未満  n=22 75歳以上

人 ％ 人 ％ 人 ％ P値

表１　対象者の属性

要支援1
要支援2
要介護1
要介護2
要介護3
要介護4

脳血管疾患
脊椎疾患
心疾患
変形性膝関節症
糖尿病
リウマチ
肺疾患
認知症
パーキンソン

なし
あり

1回
2回
3回以上

0回
9回以下
10回以上

0回
4回以下
5回以上

6
11
34
31
12
2

38
12
12
12
7
2
2
3
6

63
33

28
52
16

54
12
30

80
9
7

6.3
11.4
35.4
32.3
12.5
2.1

39.6
12.5
12.5
12.5
7.3
2.1
2.1
3.1
6.3

65.6
34.4

29.1
54.2
16.7

56.2
12.5
31.3

83.3
9.4
7.3

1
2
17
16
6
1

23
4
4
6
3

2
1
5

23
20

11
26
6

18
6
19

32
5
6

2.3
4.7
39.5
37.2
14.0
2.3

53.5
9.3
9.3
14.1
7.0

4.7
2.3
11.6

53.5
46.5

25.6
60.5
14.0

41.9
14.0
44.2

74.4
11.6
14.0

2
3
9
5
2
1

13
3
2

1

3

7
15

6
13
3

7
3
12

13
4
5

9.1
13.6
40.9
22.7
9.1
4.5

59.1
13.6
9.1

4.5

13.6

21.8
68.2

27.3
59.1
13.6

31.8
13.6
54.5

59.1
18.2
22.7

4
8
25
26
10
1

25
9
10
12
6
2
2
3
3

56
18

22
39
13

47
9
18

67
4
3

5.4
10.8
33.8
35.1
13.5
1.4

33.8
12.2
13.5
16.2
8.1
2.7
2.7
4.1
4.1

75.7
24.3

29.7
52.7
17.6

63.5
12.2
24.3

90.5
5.4
4.1

5
9
17
15
6
1

15
8
8
6
4
2

2
1

40
13

17
26
10

36
6
11

48
3
2

9.4
17.0
32.1
28.3
11.3
1.9

28.3
15.1
15.1
11.3
7.5
3.8

3.8
1.9

75.5
24.5

32.1
49.1
18.9

67.9
11.3
20.8

90.6
 5.7
3.8

0.289

0.011＊
0.538
0.538
0.466
1.000
0.500
0.198
1.000
0.086

0.021＊

0.533

0.028＊

0.095

0.756

0.031＊
1.000
0.728
0.062
1.000
1.000
1.000
1.000
0.131

0.000＊＊

0.852

0.018＊

0.002＊

介護度

治療中の主な疾患
（複数回答）

四肢の麻痺

通所回数（週）

散歩頻度（月）

買い物頻度（月）

n=96 男性   n=43 75歳未満  n=22 75歳以上  n=74女性  n=53 x2検定 x2検定
人 ％ 人 ％ 人 ％ P値 人 ％ 人 ％ P値

性別全数 年齢別

注） ＊：P<0.05　　＊＊：P<0.01

表２　対象者の健康状態と外出状況
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買い物は男女ともに出かけていない傾向がみ
られ、その傾向は75歳未満より75歳以上に
強くみられた（P＜0.05）。

３．靴の状況

　以前履いた靴および現在履いている靴の実
態は表3の通りであった。
　以前履いていた靴は男女とも革靴やパンプ
スなどのおしゃれ靴が全体の43人（44.8％）
を占めており、ついで長靴、運動靴が多かっ
た。
　現在履いている靴は、介護靴が男性の30.2
％、女性の60.4％、運動靴は男性の41.9％、
女性の13.2％で男女による差がみられたが
（P＜0.05）、全体では介護靴を履いている通
所者が46.9％で1番多く、次いで運動靴26.0

％、バレーシューズ19.8％であり、いずれも
着脱が容易な靴を選択する傾向がみられた。
　靴のインソールでは96.9％がアーチがない
平坦な構造であった。
　靴の履き方では、全体の57.3％が靴を甲固
定せずに履いており、甲固定が付いていない
靴や、固定をゆるめて靴を履いている状況で
あった。
　靴の感想は、靴の大きさや甲固定の有無に
関わらず90.6％が靴を履いて歩いても、靴の
ゆるさやきつさといった靴に関して問題を感
じていないと答えていた。
　靴を選ぶ人は、本人・家族・靴店の店員・
介護支援スタッフ・理学療法士などであり、
本人または家族が選ぶ者が全体の67.7％を占
めていた。

長靴
おしゃれ靴
運動靴
その他

介護靴
運動靴
バレーシューズ
その他

0.9ｃｍ以下
1～1.4ｃｍ
1.5～1.9ｃｍ
2.0ｃｍ以上

なし
あり

甲固定していない
甲固定している

問題なし
ゆるい
きつい

自分
家族
店員
理学療法士
介護支援

靴店
病院
介護事業所

19
43
19
15

45
25
19
7

3
11
23
59

93
3

55
41

87
7
2

34
31
17
12
2

75
17
4

19.8
44.8
19.8
15.6

46.9
26.0
19.8
7.3

3.1
11.5
24.0
61.4

96.9
3.1

57.3
42.7

90.6
7.3
2.1

35.4
32.3
17.7
12.5
2.1

78.1
17.7
4.2

8
21
7
7

13
18
8
4

1
5
11
26

41
2

26
17

38
4
1

15
10
11
7

34
9

18.6
48.8
16.3
16.3

30.2
41.9
18.6
9.3

2.3
11.6
25.6
60.5

95.3
4.7

60.5
39.5

88.4
9.3
2.3

34.9
23.3
25.6
16.3

79.1
20.9

5
8
7
2

8
9
4
1

3
8
11

20
2

12
10

18
3
1

9
5
4
4

16
5
1

22.7
36.4
31.8
9.1

36.4
40.9
18.2
4.5

13.6
36.4
50.0

90.9
9.1

54.5
45.5

81.8
13.6
4.5

40.9
22.7
18.2
18.2

72.7
22.7
4.5

14
35
12
13

37
16
15
6

3
8
15
48

73
1

43
31

69
4
1

25
26
13
8
2

59
12
3

18.9
47.3
16.2
17.6

50.0
21.6
20.3
8.1

4.0
10.8
20.3
64.9

98.6
1.4

58.1
41.9

93.2
5.4
1.4

33.8
35.1
17.6
10.8
2.7

79.7
16.2
4.1

11
22
12
8

32
7
11
3

2
6
12
33

52
1

29
24

49
3
1

19
21
6
5
2

41
8
4

20.8
41.5
22.6
15.1

60.4
13.2
20.8
5.6

3.8
11.3
22.6
62.3

98.1
1.9

54.7
45.3

92.5
5.7
1.9

35.8
39.6
11.3
9.4
3.8

77.4
15.1
7.5

0.838

0.007＊

0.967

0.585

0.571

0.78

0.125

0.156

0.328

0.468

0.327

0.130

0.767

0.266

0.665

0.77

以前履いた靴

現在履いている靴
   靴の種類

   靴と足の差

   インソールアーチ

   靴の履き方

   靴の感想

   靴を選ぶ人

   購入場所

n=96 男性   n=43 75歳未満  n=22 75歳以上  n=74女性  n=53 x2検定 x2検定
人 ％ 人 ％ 人 ％ P値 人 ％ 人 ％ P値

性別全数 年齢別

注） ＊：P<0.05　　

表３　靴の状況
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　靴の購入場所は一般的な靴店で購入してい
る者が78.1％を占め、その他かかりつけの病
院、介護支援スタッフから紹介された介護事
業所であった。

４．足の長径・足囲・靴と足の差の測定値

　男性の足の長径平均値は右23.5±1.1㎝､ 左
23.6±1.2㎝､ 女性は右21.6±1.1㎝､ 左21.6±
0.9㎝であった｡ また足囲平均値は､ 男性は
右 23.6±1.2㎝､ 左 24.0±11.4㎝､ 女性は右
21.8±1.3㎝､ 左21.7±1.3㎝であった〔表4〕。
　靴と足の差、すなわち、靴の長径と足の長
径の測定値の差では、足の長径より2㎝以上
大きな靴を履いている人は、性別では男性の
26人（60.5％）、女性の33人（62.3％）であ
った。また、年齢別では75歳未満の50.0％、
75歳以上の64.9％であり、全体の半数以上が
足の長径より2㎝以上大きな靴を履いていた
〔表3〕。

５．足のトラブルの状態

　足のトラブルの状態〔表5〕は、なんらか
の足のトラブルを認めた者は92人（95.8％）
で性別および年齢による差はみられなかった。
　足のトラブルの内訳の多い順（複数回答）
では、浮き指62.5％、ローアーチ46.9％、肥
厚爪37.5％、巻き爪27.1％、足の痛み25.0％、
内転25.0％、白癬様爪19.8％、胼胝13.5％、
白癬様足10.4％、鶏眼2.1％であった。
　そのうち、ローアーチは、75歳以上群に
有意に多く認められた（P＜0.05）。なお、治
療中の主な疾患の中で7人が糖尿病と解答し
たが、足のトラブル数においては他の疾患を
治療中の者と差はなかった。

６．靴と足のトラブルとの関連

　靴の状況8項目と足のトラブルの有無およ
びトラブルの内容10項目との関連をスピア
マンの相関係数により検討した結果、有意な
関連は認められなかった。

23.5
23.6
2.1

足長
足囲
靴と足の差

± 1.1
± 1.2
± 0.8

23.6
24.0
1.8

±  1.2
± 11.4
± 0.7

性別
女性  n=53男性  n=43

右 左

21.6
21.8
2.0

± 1.1
± 1.3
± 0.7

21.6
21.7
1.9

± 0.9
± 1.3
± 0.7

右 左

表４　足の長径・足囲および靴と足の差の平均値±標準偏差（㎝）

なし
あり

浮き指
ローアーチ
肥厚爪
巻き爪
足の痛み
内転
白癬用爪
胼胝
白癬用足
鶏眼

4
92

60
45
36
26
24
24
19
13
10
2

 4.2 
95.8

62.5
46.9
37.5
27.1
25.0
25.0
19.8
13.5
10.4
2.1

2
41

25
18
16
9
9
8
9
7
6

             4.7
95.3

58.1
41.9
37.2
20.9
20.9
18.6
20.9
16.3
14.0

2
20

10
6
8
6
2
5
3
5
1
1

9.1
90.9

45.5
27.3
36.4
27.3
9.1
22.7
13.6
22.7
4.5
4.5

2
72

50
39
28
20
22
19
16
8
9
1

2.7
97.3

67.6
52.7
37.8
27.0
29.7
25.7
21.6
10.8
12.2
1.4

2
51

35
27
20
17
15
16
10
6
4
2

3.8
96.2

66.0
50.9
37.7
32.1
28.3
30.2
18.9
11.3
7.5
3.8

0.609

0.280
0.248
0.564
0.161
0.278
0.143
0.500
0.341
0.335
0.500

0.224

0.053
0.031
0.554
0.590
0.055
1.000
0.549
0.167
0.446
0.408

足のトラブル

n=96 男性   n=43 75歳未満  n=22 75歳以上  n=74女性  n=53 x2検定 x2検定
人 ％ 人 ％ 人 ％ P値 人 ％ 人 ％ P値

性別全数 年齢別

注） ＊：P<0.05　　

＊

表５　足のトラブルの状態



27

佐久大学看護研究雑誌５巻１号　21‒29 , 2013

　また、靴と足のトラブルとの関連が認めら
れた事例を検討した結果、以下の事例があげ
られた。
　80代女性で外反母趾と内反小趾が重度に
進行した事例：働き盛りの30～40代にハイ
ヒールを履くことが多く、50代より両母趾
の変形に気がついたが放置していた。調査時
には外反母趾と内反小趾が進行し「重なり
指」になっており、爪きりは通所時に施設の
スタッフが実施していた。さらに左第2中足
趾節関節部に鶏眼が認められたが通所時にケ
アはされていなかった。

７．足トラブルにおいて実施したケア

　調査中に全対象者に靴の履き方と足指のス
トレッチ方法を指導し、希望者に爪きり・角
質ケアを実施した〔表6〕。
１）正しい靴の履き方、脱ぎ方
　靴の着脱時には踵に靴を合わせて履き、そ
の都度靴に付属している紐やベルトを固定す
る。靴の中で足がずれず、指の先端が靴に接
触せず、指を自由に動かすことができる。
２）足底筋を中心とした足指ストレッチ
　足指で行うグー・チョキ・パー運動とタオ
ルを足指でたぐり寄せる。
３）対象者に実施したフットケア
　足のトラブルに対するケアの依頼があった
者に対しては、施設スタッフと検討し必要な
ケアを実施した。その内容は、爪きり（正常
爪・肥厚爪・巻き爪）22件、角質ケア5件で
あった。

８．施設の看護師に指導したケア

　調査を行った施設の看護師から依頼があり、
正しい爪の切り方と角質ケアの方法について、
対象者に口頭で了解を得て実技指導を行った。
１）正しい爪のきり方の指導
　爪きり用ニッパー・爪用ゾンデ・爪やすり
の使用方法。肥厚爪および正常爪をスクエア
カットする。また肥厚した部分は削る。
２）胼胝、鶏眼などの角質ケアの指導
　角質専用カッター・角質用やすりの使用方
法。胼胝、鶏眼など角質が肥厚した部分を専
用カッターおよびやすりで削り、その後クリ
ーム等で保湿する。

Ⅴ．考察

１．通所施設における高齢者の健康状態およ

び生活状況

　今回調査した対象者は、75歳以上の後期
高齢者が全体の約8割、独居生活者が約2割
を占めており、介護度は要介護1～2が約7割
で、それぞれが多様な疾患の治療を受けてい
る状況であった。また、外出状況では散歩や
買い物に出かけていない者が多くを占めてい
るため、施設への通所が対象者にとって貴重
な外出の場であることが認められた。これら
のことから、通所施設における高齢者に対し
て、生きがいを持ち、より自立した生活を送
るための方法の一つに、靴での外出を考慮し
たフットケアプログラムを提供する必要性が
考えられた。すなわち、1人1人の健康状態
や生活状況に合わせ、希望通りに外出でき自

爪ケア
角質ケア
靴の履き方指導
足指ストレッチ指導

22
5
96
96

22.9
5.2
100.0
100.0

10
3
43
43

23.3
6.9
100.0
100.0

12
2
53
53

22.6
3.7
100.0
100.0

全数n=96 女性  n=53男性  n=43
人 ％ 人 ％ 人 ％

表６　実施したフットケアの内容
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己実現が可能となるための個別的なケアプロ
グラムが必要であると考えられた。

２．通所施設における高齢者の靴と足のトラ

ブルについて

１）靴について
　対象者が現在履いている靴は、介護靴また
は運動靴が多く、インソールアーチや甲固定
がない靴、足の長径より2㎝以上大きい靴を
履いている者がみられた。このように、足の
トラブルの誘引に挙げられている「足の実測
値に合わない靴」を履いていても問題を感じ
ていない者、自分で靴を選ばず家族などに選
んでもらっている者が多く、靴に対する関心
の低さが明らかになった。その背景には、対
象者が身体機能の低下から通所施設への通所
や医療機関への通院以外に、日常的に外出等
で靴を長時間履いている機会が少ないことが
考えられた。したがって、通所施設のケアプ
ログラムに、靴の正しい履き方と選び方の支
援と歩行運動を取り入れる必要性が示唆され
た。
２）足のトラブルについて
　対象者の9割以上に多様な足のトラブルが
認められた。したがって、入浴時など靴下を
脱ぐ時に、高齢者自身が足爪の状態を観察し、
施設のスタッフが正しい爪きり、角質ケア、
保湿ケアなどを日常的に支援し、異常が認め
られた時は、トラブルに合わせたケアの実施
や医療機関へ受診を勧めることも必要となる
と考えられた。
　また、歩行時の加重異常や筋力低下が起因
するローアーチ、浮き指、内転が後期高齢者
に多かったことから、加齢に伴う筋力低下が
歩行障害につながり足のトラブルの原因にな
っており、その予防をフットケアプログラム
に取り入れる必要があると考える。

３．通所施設における高齢者への今後のフッ

トケアについて

　高齢者に関わる通所施設の看護職は、通所
者が自立した生活を送るために、高齢になっ
ても自分の足で歩き続けることを目的とし、
まず高齢者が「歩ける足」を保持するという
意識を持つための支援計画を立案することが
必要であると考える。そのためには、施設の
スタッフは通所高齢者の健康状態や生活状況
を把握し、個別の状況に応じて日常的に足の
観察と足の爪きりなどのケアを行うことが重
要である。その内容としては、トラブル時の
早期対応と異常爪を含めた正しい爪の切り方、
角質ケアの方法、靴の選び方および履き方、
足指のストレッチ、歩行運動などフットケア
に関する継続したケアプログラムが考えられ
る。また、靴の専門家による足に合った靴の
購入が可能となるような条件づくりも早急に
求められている。
　今回の調査は、通所施設を利用している高
齢者を対象に実施したが、高齢者の足のトラ
ブルと年齢や健康状態との関連をみるために、
就労や外出頻度の高い高齢者群との比較検討
が必要である。
　また足のトラブルに対するケアは高齢者に
なってから対応するのではなく、若い世代か
ら足に関心を持つことが大切であると考える。
今後は若い世代も含めた足の実態調査を行い、
ケアの充実を図りたいと考える。

　本研究は平成22年度佐久大学研究助成金
によって実施した。
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